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９月 定 例 会

1
東　浩一

議員

◦ 土砂災害対応について

◦ コロナ禍の対応について

◦ 松東こども園開設について

◦ 日本遺産サミット㏌小松につ

いて

6
ペ
ー
ジ

2
橋本 米子

議員

◦ 症状に応じ必要な医療を全て

の患者に提供するために

◦ 新学期に向けた小・中学校・

高等学校の感染対策について

◦ 学校給食調理等の民間委託

化について

◦ 「生理の貧困」対策について

6
ペ
ー
ジ

3
吉田 寛治

議員

◦ 入札制度・SDGs・正蓮寺産

業団地

7
ペ
ー
ジ

4
梅田 利和

議員

◦ 学生の進路確保と就職支援

◦ 農業用施設防災対策費

7
ペ
ー
ジ

5
竹田 良平

議員

◦ 一般不妊治療助成(人工授精

などが対象)について

◦ 運転免許を自主返納された方

への支援について

◦ ヤングケアラーについて

8
ペ
ー
ジ

6
吉本 慎太郎

議員

◦ 小松市で「コロナ自宅療養」

があってはならない

8
ペ
ー
ジ

7
岡山 晃宏

議員

◦ ２０５０ゼロカーボンシティ宣言

について

◦ 学校におけるコロナ対応につ

いて

9
ペ
ー
ジ

8
円地 仁志

議員
◦ 商店街のアーケードについて

9
ペ
ー
ジ

9
吉村 範明

議員

◦ 香害・化学物質過敏症への取

組について

◦ 更なる安心・安全なまちづく

りに向けて

10
ペ
ー
ジ

10
木下 裕介

議員

◦ 子どもたちへのコロナ対策

◦ 通学路の安全点検について

◦ ゼロカーボンシティ宣言

◦ 若者の投票率向上のために

10
ペ
ー
ジ

11
新田 寛之

議員

◦ ゼロカーボンシティの実現に

向けてごみ減量化とリサイク

ル率向上の目標と推移につい

て

◦ 末広緑地公園進入口交差点

の改修について

11
ペ
ー
ジ

12
片山 瞬次郎

議員

◦ マイナンバーカードの利用に

ついて

◦ 地域の高齢者の買い物等の

足の確保について

◦ 街路樹の管理計画は

11
ペ
ー
ジ

13
宮西 健吉

議員

◦ 本市の2050年までのゼロカ

ーボンシティ宣言について

◦ 公衆街路灯補助金制度につ

いて

12
ペ
ー
ジ

14
川崎 順次

議員

◦ 一般職の任期付職員の採用

等に関する条例について

◦ 入札制度の大改革

◦ 動物の命をどう守るか

12
ペ
ー
ジ

一括質問

一問一答

14人が

質問しました。

市政 Ｑ＆Ａ
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市政 Ｑ＆Ａ一般質問

◆
症
状
に
応
じ
必
要
な
医
療
を
全
て

の
患
者
に
提
供
す
る
た
め
に

７
・
８
月
の
感
染
者
数
と
現
在
の

治
療
者
数
、
県
内
自
宅
療
養
者
数
。

感
染
者
数
は
７
月
47

人
、
８
月

１
０
８
人
。
９
月
５
日
で
の
治
療

者
数
23
人
、
自
宅
療
養
者
数
２
０
７
人
。

市
医
師
会
と
も
連
携
し
、
自
宅
療

養
者
の
実
態
把
握
が
必
要
だ
。

療
養
者
の
実
態
は
県
を
通
じ
把
握
、

保
健
所
や
市
医
師
会
の
後
方
支
援

等

の

依

頼

に

も

対

応

し
て
い
く
。

◆
新
学
期
に
向
け
た
小
・
中
学
校
・

高
等
学
校
の
感
染
対
策
に
つ
い
て

空
気
感
染
防
止
の
た
め
短
時
間
で

の
全
換
気
の
徹
底
と
必
要
な
児
童

に
不
織
布
マ
ス
ク
の
支
給
を
。

自
動
換
気
シ
ス
テ
ム
と
自
然
換
気

を
併
用
し
て
い
る
。
不
織
布
マ
ス

ク
は
学
校
に
設
置
し
て
お
り
、
台
湾
か
ら

寄
贈
さ
れ
る
マ
ス
ク
に
つ
い
て
も
学
校
で

活
用
し
て
い
く
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
児
童
・

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
も
取
組
を
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
派

遣
す
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

◆
学
校
給
食
調
理
等
の
民
間
委
託
化

に
つ
い
て

直
営
時
と
民
間
委
託
化
で
、
ど
の

部
分
で
経
費
縮
減
に
な
っ
た
の
か
。

全
学
校
が
直
営
の
平
成
26

年
度
人

件
費
と
、
令
和
２
年
度
の
直
営
13

校
の
人
件
費
及
び
20
校
の
委
託
先
合
計
の

比
較
で
、
１
、５
５
６
万
円
の
削
減
。

転
籍
さ
れ
た
調
理
員
は
何
名
か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
、
パ
ー
ト
を

含
め
13
名
。

◆
「
生
理
の
貧
困
」
対
策
に
つ
い
て

小
中
高
校
の
学
校
ト
イ
レ
や
保
健

室
に
生
理
用
品
の
設
置
を
求
め
る
。

必
要
に
応
じ
、
保
健
室
に
設
置
の

生
理
用
品
を
配
付
。
防
災
備
蓄
品

の
入
替
え
時
に
各
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
に
設
置
場
所
の
周
知

が
必
要
と
思
う
。

配
置
場
所
を
検
討
し
、
対
応
方
法

な
ど
学
校
に
周
知
し
て
い
く
。

橋
本　

米
子
（
は
し
も
と 

よ
ね
こ
）
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

　

命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

一
括
質
問

◆
土
砂
災
害
対
応
に
つ
い
て

土
砂
災
害
対
策
に
係
る
本
市
の
現

状
と
取
組
に
つ
い
て
。

本
市
の
警
戒
区
域
は
２
５
６
か
所

で
小
松
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

土
砂
災
害
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
る
。
砂

防
ダ
ム
は
20
の
渓
流
で
実
施
済
み
。
現
在
、

５
の
渓
流
で
事
業
実
施
中
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
つ
い
て

8
月
の
大
雨
時
で
の
、
初
の
土
砂

災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
自
主
避
難

所
開
設
数
、
避
難
所
の
感
染
症
対
策
や
住

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
。

国
府
小
、
中
海
小
、
松
東
み
ど
り

学
園
、
南
部
公
民
館
の
４
か
所
に

自
主
避
難
所
を
開
設
。
症
状
に
よ
る
エ
リ

ア
分
け
な
ど
も
徹
底
し
た
。
防
災
行
政
無

線
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
防
災
、
結
ネ
ッ
ト
や
、

キ
キ
ク
ル
の
サ
イ
ト
に
よ
る
避
難
所
混
雑

状
況
等
の
情
報
配
信
も
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
本
市
に
お
け
る
自
宅

療
養
者
の
状
況
や
、
救
急
搬
送
体

制
や
病
院
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い
て
。

 

本
市
の
自
宅
療
養
者
数
は
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
感
染
者
が
増
加
の

際
は
、
都
道
府
県
の
入
院
医
療
体
制
に
よ

り
重
症
者
を
優
先
と
す
る
体
制
へ
移
行
し
、

軽
症
の
方
は
自
宅
療
養
や
宿
泊
施
設
で
療

養
す
る
こ
と
と
な
る
。

学
校
・
こ
ど
も
園
で
の
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
（
酸
素
濃
度
測
定
機

器
）の
配
備
に
つ
い
て
。

希
望
す
る
こ
ど
も
園
に
は
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。
小
中
学
校
は
、

避
難
所
と
な
る
の
で
全
校
に
配
備
済
。

◆
松
東
こ
ど
も
園
開
設
に
つ
い
て

松
東
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
案
内
や
、

松
東
み
ど
り
学
園
と
の
連
携
に
つ

い
て
。

申
込
み
は
10

月
か
ら
で
、
広
報
10

月
号
で
詳
細
を
告
知
。
松
東
み
ど

り
学
園
と
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
体
験
、
生
徒

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
交
流

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

◆
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
㏌
小
松
に
つ

い
て11

月
13
日
14
日
の
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ

ト
㏌
小
松
の
規
模
や
内
容
に
つ
い
て
。

全
国
１
０
４
の
日
本
遺
産
認
定
団

体
が
小
松
に
集
い
、
日
本
遺
産
ス

ト
ー
リ
ー
の
紹
介
や
、「
も
の
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会
な
ど
、
相
互

交
流
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
案
内

看
板
、
解
説
看
板
な
ど
サ
イ
ン
を
整
備
し
、

環
境
整
備
と
受
入
れ
環
境
の
充
実
を
進
め

て
い
る
。

東　

浩
一
（
ひ
が
し 

こ
う
い
ち
）
議
員

土
砂
災
害
対
応
・
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
・
松
東

こ
ど
も
園
開
設
・
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
㏌
小
松

一
括
質
問

必要な医療が全ての

患者に提供される様に
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金
沢
市
や
富
山
県
の
職
員
が
関
わ

る
入
札
の
談
合
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
宮
橋
市
政
で
は
、
公
平
公
正

な
入
札
制
度
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
取
組
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

  

入
札
業
務
で
の
職
員
倫
理
規
程
や

対
応
要
領
を
策
定
し
、
不
当
な
働

き
か
け
に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
対
応
を

取
る
よ
う
、
徹
底
し
て
い
る
。
本
市
は
電

子
入
札
を
採
用
し
て
お
り
、
市
の
Ｈ
Ｐ
に

入
札
に
関
す
る
情
報
を
細
か
く
掲
載
し
て

い
る
。
個
々
の
入
札
に
つ
い
て
も
予
定
価

格
の
事
前
公
表
な
ど
、
過
程
の
透
明
性
を

高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
、

更
に
制
度
改
革
を
進
め
る
べ
く
取
り
組
ん

で
お
り
、
公
平
公
正
な
入
札
に
向
け
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

本
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
未
来
都
市
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

一
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
都
市
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ

ば
、
欧
米
で
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
亀
岡

市
で
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
レ
ジ
袋

禁
止
に
つ
い
て
、
本
市
で
も
断
固
と
し
た

姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

条
例
の
法
的
な
拘
束
力
に
よ
り
マ

イ
バ
ッ
グ
運
動
の
成
果
を
高
め
て

い
く
の
で
は
な
く
、
事
業
所
や
市
民
の
皆

様
と
取
り
組
ん
で
き
た
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動

を
継
続
発
展
さ
せ
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努

め
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
に
お
い
て
、
図
書
館
づ
く
り

は
単
に
図
書
館
と
い
う
建
物
を
建

て
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
市
を
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ま
ち
に
作
り
変
え
て
い
く

作
業
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
必
要

と
思
わ
れ
る
本
市
の
都
市
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ま
た
、
正
蓮
寺
に
あ
る
工
業
団
地
の
企
業

誘
致
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

  

企
業
誘
致
・
企
業
立
地
は
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
県
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
対
面
の

営
業
は
難
し
い
が
、
交
渉
履
歴
の
リ
ス
ト

化
な
ど
取
組
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

正
蓮
寺
産
業
団
地
の
企
業
誘
致
の
状
況

は
、
立
地
準
備
中
の
製
造
業
１
社
ほ
か
、

検
討
中
の
事
業
者
６
社
の
計
７
社
と
交
渉

中
で
あ
る
。
今
後
も
誘
致
に
向
け
粘
り
強

く
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
学
生
の
進
路
確
保
と
就
職
支
援

来
年
春
、
初
め
て
の
卒
業
生
を
送

り
出
す
重
要
な
年
に
な
る
が
、
内

定
状
況
は
。

８
月
末
で
、
生
産
シ
ス
テ
ム
科
学

科
、
看
護
学
科
、
国
際
文
化
交
流

学
科
の
就
職
希
望
者
の
内
、
内
定
は
９
割
。

臨
床
工
学
科
は
採
用
選
考
ピ
ー
ク
が
９
月

か
ら
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

進
路
希
望
に
沿
う
た
め
に
、
地
元

を
は
じ
め
と
す
る
企
業
へ
の
働
き

か
け
や
協
力
体
制
の
構
築
は
。

北
陸
３
県
等
の
企
業
、
機
関
等
と

連
携
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
体

制
を
生
か
し
、
企
業
の
担
当
者
と
直
接
話

を
す
る
こ
と
で
学
生
も
刺
激
を
受
け
、
就

職
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
ま

た
、
学
外
技
術
体
験
実
習
な
ど
学
生
の
受

け
入
れ
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

本
市
公
立
小
松
大
学
法
人
評
価
委

員
会
か
ら
令
和
２
年
度
の
評
価
に

つ
い
て
の
市
長
の
所
感
は
。

Ａ
評
価
（
大
学
の
取
組
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
）
を
い
た
だ
き
、
大

変
喜
ば
し
い
。
来
春
は
初
の
卒
業
生
を
社

会
に
送
り
出
す
年
で
、
大
学
の
真
価
が
問

わ
れ
る
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
地
域
か
ら

愛
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
大
学
と
し
て
、
で

き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

◆
農
業
用
施
設
防
災
対
策
費

東
部
地
区
に
お
い
て
の
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
の
整
備
目
的
に
つ
い
て
。

軽
海
用
水
路
は
都
市
排
水
も
兼
ね

て
お
り
、
浸
水
被
害
の
一
因
と
な

っ
て
い
る
。
白
江
排
水
機
場
、
小
松
東
部

排
水
機
場
と
放
水
路
を
整
備
し
、
被
害
の

甚
大
化
を
防
い
で
い
る
。
今
回
は
、
昨
今

の
気
候
の
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、
遠

隔
監
視
に
よ
る
施
設
管
理
の
迅
速
化
・
高

度
化
の
検
討
を
目
的
と
し
て
い
る
。

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ

て
な
い
状
況
に
お
い
て
、
災
害
が

懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
降
雨
時
で
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

現
状
で
は
、
大
雨
時
に
お
け
る
放

水
路
の
操
作
や
用
水
路
の
水
位
変

動
、
排
水
機
場
の
異
常
の
有
無
な
ど
市
職

員
が
現
地
に
向
い
、
確
認
し
て
い
る
。

今
回
、
何
か
所
を
想
定
し
、
調
査

を
実
施
す
る
の
か
。

一
元
的
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
小

松
東
部
地
区
の
２
排
水
機
場
と
そ

の
関
係
施
設
６
か
所
の
計
８
か
所
で
あ
る
。

吉
田　

寛
治
（
よ
し
だ 

か
ん
じ
）
議
員

入
札
制
度
・
S
D
G
s
・

　
　
　
　
　
　

正
蓮
寺
産
業
団
地 一

括
質
問

梅
田　

利
和
（
う
め
だ 

と
し
か
ず
）
議
員

公
立
小
松
大
学
の
取
組

一
括
質
問



2021年11月 8

市政 Ｑ＆Ａ一般質問

助
成
金
額
は
１
年
間　

最
大
５
万

円
で
、
夫
婦
の
前
年
所
得
の
合
計

額
が
７
３
０
万
円
未
満
と
い
う
所
得
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
能
美
市
な
ど
で
は

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
小
松
市

で
も
撤
廃
し
て
は
ど
う
か
。

  

不
妊
治
療
を
希
望
し
て
い
る
人
が
、

少
し
で
も
多
く
治
療
を
受
け
妊
娠

に
つ
な
げ
る
た
め
に
所
得
制
限
撤
廃
も
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
判
断
し
て
い
る
。
現

在
、
国
で
は
一
般
不
妊
治
療
の
一
部
を
保

険
適
用
と
す
る
な
ど
の
不
妊
治
療
の
支
援

策
を
検
討
し
て
お
り
、
国
の
動
向
も
把
握

し
な
が
ら
助
成
制
度
を
見
直
し
て
い
き
た

い
。

◆
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
バ
ス
回
数
券
／
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
は
５
千
円
分
の
助
成
が
行

わ
れ
て
い
る
。
現
行
の
支
援
は
使
い
切
っ

た
ら
終
わ
り
で
、
継
続
的
な
支
援
で
は
な

い
。
免
許
を
返
納
し
た
い
が
返
納
す
る
と

生
活
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
苦
悩
が
あ

る
事
か
ら
、
継
続
的
な
支
援
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

  

免
許
返
納
者
は
、
令
和
２
年
度

３
９
４
人
・
令
和
３
年
度
１
７
５

人
（
8
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
返
納

後
も
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

は
重
要
で
あ
り
、
免
許
返
納
２
年
目
以
降

も
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
機
関

を
利
用
で
き
る
継
続
的
な
支
援
を
令
和
４

年
度
の
運
用
開
始
を
目
標
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

◆
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
本
来
、
大
人

が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
介
護
や
家
事
な
ど
の
家
族
の
世

話
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
供
た
ち
）に
つ
い
て

本
市
の
実
態
は
把
握
し
て
い
る
か
。

国
や
県
と
の
連
携
も
ふ
ま
え
、
今

後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
か
。

実
態
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、
今

後
く
ら
し
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
は
２
０
２
２
〜
２
４
年
度
ま
で
を
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
認
知
度
向
上
の
集
中
取
組
期

間
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
必
要
な
支
援
が

届
く
よ
う
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
こ
の
夏
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
第
５

波
」。
そ
の
象
徴
が
コ
ロ
ナ
自
宅
療

養
者
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
石

川
県
内
に
お
い
て
も
一
番
多
い
時

で
４
０
０
名
近
く
ま
で
に
達
し
た

宿
泊
療
養
施
設
入
所
と
自
宅
療
養

者
に
関
す
る
情
報
を
取
得
し
、
そ

れ
ら
の
方
々
に
ケ
ア
と
支
援
を
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
保
健
所
や
医
師
会
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
、

今
が
そ
の
時
期
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
法
的
に
県
が
治
療
等

に
関
す
る
体
制
整
備
や
調
整
を
担
う
位
置

づ
け
に
な
っ
て
お
り
、
療
養
者
の
情
報
を

一
元
的
に
管
理
し
療
養
時
の
急
変
に
備
え
、

入
院
及
び
搬
送
体
制
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
市
内
に
お
け
る
自
宅
療
養
者
の
情
報

に
つ
い
て
、
網
羅
的
、
一
元
的
に
情
報
提

供
し
て
い
た
だ
く
状
況
に
は
な
っ
て
い
な

い
。

現
在
、
全
国
的
に
自
宅
療
養
中
に

亡
く
な
る
痛
ま
し
い
ケ
ー
ス
が
相

次
い
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
年
齢
層
も

徐
々
に
若
年
化
し
て
い
る
。
感
染
症
法
上
、

や
は
り
原
則
は
入
院
も
し
く
は
宿
泊
療
養

施
設
の
入
所
が
望
ま
し
い
。
本
市
内
に
お

け
る
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
を
要
望
す
る
。

市
長
に
は
是
非
と
も
県
と
の
折
衝
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

自
宅
療
養
者
に
関
す
る
ケ
ア
は
非

常
に
大
事
な
問
題
だ
と
捉
え
て
い

る
が
、
全
て
の
皆
さ
ん
を
宿
泊
療
養
所
ま

た
は
入
院
を
さ
せ
れ
ば
良
い
か
と
言
え
ば

そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
軽
症
者
の
方
々

が
病
床
を
占
め
る
と
医
療
の
逼
迫
、
崩
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
県
に
お
い
て
医

師
等
が
自
宅
療
養
と
判
断
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
一
義
的
に
自
宅
療
養
し
て
も

ら
い
、
経
過
観
察
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

市
と
し
て
は
、
自
宅
療
養
者
の
方
々
の
病

状
が
悪
化
し
た
等
、
緊
急
要
請
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
を
常
に
備
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。
県
内
、
本
市
の
状
況
に

つ
い
て
医
療
資
源
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

い
く
か
が
一
番
の
重
要
な
点
と
捉
え
、
県

と
の
協
議
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

竹
田　

良
平
（
た
け
だ 

り
ょ
う
へ
い
）
議
員

一
般
不
妊
治
療
助
成
（
人
工
授
精
な
ど

が
対
象
）
に
つ
い
て　

他
２
点

一
括
質
問

吉
本　

慎
太
郎
（
よ
し
も
と 

し
ん
た
ろ
う
）
議
員

小
松
市
で
「
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
」
が

　
　
　
　
　
　

  

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

一
括
質
問


